
 

 

 

 

 

 

 

 

       昨シーズンの反省を活かす  

 

 相変わらずの寒さで春の訪れが待たれる昨今ですが、お健やかにお過ごしでしょうか。 

 新しい年は思いもよらぬ痛ましい災害で始まってしまいました。 犠牲になられた方々に謹んで哀

悼の意を表しますとともに、被災地域の方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

 

 さて、我らがカープ。 

 年初に放送されたカープの TV 番組を視聴された方はおられるだろうか。 その番組内でされた新

井監督の発言で気になったものがある。 

 

 ・主力のベテランは適度に休ませたつもりだったが、結果的に離脱が多く後悔している。 

 ・走塁については狙い通りできた。 

 ・板倉は当初はミスが目立ったが想定内、その後は捕手として想定以上に成長した。 

 ・同じ投手にやられすぎ。特に阪神の大竹。 

 ・栗林の造体が上がっていないのを知りつつ、彼で負けたら仕方ないという起用をした。 

 ・発言は素のもの。ネガティブなことは言わないようにした。 

 ・今年は４番を固定したい。 

 ・若手の起用が去年より多くなるだろう。（ベテランの休みを増やす。） 

 

 ベテランの休みを増やすのは大歓迎。 若手を含め多くの選手でカバ

ーしてほしい。 栗林投手を不調のまま怪我で離脱した 5/1 までクロー

ザーで起用し続けたのは今年は改善されるのか。 

 対談をされていた前田智徳さんから、「出来る野球と理想の野球」というキーワードが出ていた。 

これは、出来ない野球をやって落ちている他チームがあったから、出来る野球をやってきたカープは

２位で終われた、という意味か。 もしくは理想論に走りすぎるのは危険という忠告とも取れる。 ４

番を固定という部分に若干「うーん」という様子だったのは、ここを指摘しているのではないか。 

 固定するということは、その時点の選手の調子や相手チームとの相性にはある程度目をつぶった起

用になり、主力選手の故障にもつながる。 しかし、やはり監督の発言のように、揺るがない固定選

手が発掘できるのであれば、対戦チームとの相性によって対策すれば良いわけで、安定した試合展開

が臨めるだろう。 今年はどう戦うか、新井監督の見極め次第かもしれない。 

 

頑張れカープ！！ 

エルフォルクはあなたをそしてカープを全力応援致します！ 

 

２０２４年２月号 

ほろ酔い気分で新年のあいさつをしたばかりだと思っていたら、もう２月。昔から「１月は行く、２月は逃げ

る、３月は去る」といわれます。とはいえ、逃げ足の速い２月を追いかけるように時を過ごせば気持ちが焦る

ばかりです。改めて時間の大切さを全身で感じながら、ゆったりと構えて暖かい春を待ちたいものですね。 

Ｅ（イー）通信 

裏面もご覧ください。 


